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     1．はじめに

     　都市広場研究会では，都市の広場についての研究を継

     続的に行っているが，イスラムの都市に広場がどのよう

     な形態で存在しているかが課題であった。イスラム都市

     の旧市街は，城壁で囲われ細街路で埋め尽くされ，中心

     的施設としてのモスクが，その中に分散的に配置されて

     いる。広場的なオープンスペースとしてあるのは，交易

     のための空間であるが，それは域門近くにあり，メディ

     ナと呼ばれる居住領域にはまとまったオープンスペース

     はない場合が多い。そこで，イスラム都市あるいは集落

     の中で広場概念に置き換える概念をセンター概念とし，

     その概念がどのように存在するかを考えてゆこうとする

     事をテーマとして掲げた。イスラム都市と一括して呼ぶ

     事にはいささか危険が伴う。そこで，まず第1にイスラ

     ム都市の全体像を把握し，その中で個別の都市形態の概

     念を追ってゆく事とする。

     　この研究は，原則として，都市・集落の実態調査を基

     本としているが，今回はその実態調査対象国として，ト

     ルコとイエメンを考えていた。トルコについての調査は

     ある程度行う事が出来たが，イエメンについては，入国
     　　　　　ぼつぱつ     時に内戦が勃発してしまい，思うような調査が出来なか

     った事は残念である。今後，機会があり次第再度調査を

     試みたいと考えている。

     2．中東イスラム都市・集落の概要

     2．1中東イスラム都市の概念

     　まず第1に中東の概念規定が必要であるが，中東自体

     の言葉は，近東，極東の中間地帯として作られた言葉

     で，狭い意味ではイラン・イラク・アフガニスタンを指

     すが，一般的な規定として，バルカン諸国を除く近東の

     領域で，アフガニスタン以西の西南アジアとアフリカ北

     東部（リビアを含む場合もある）としている。注1〕しか

     し，中東とは，一般的には政治的概念であり，イスラム
     　　　　　　　　　　　　　　　とら     諸国が多い事から，イスラム圏と捉える場合もある。ま

     た，風土的に見れば圧倒的に乾燥地帯である事より，中

     東と乾燥地帯とイスラムを重ねて捉える事も出来るであ

     ろう。

     　イスラム教は，砂漠に生まれた宗教であるといわれる。

     2，2でイスラム発展の圏域と風土との関係を捉えている

     が，それによれば，現在でも広大なイスラム教圏域の中

     で，6割が，乾燥地帯である事よりもこの事は明白であ

     る。そこで，この論の中東イスラム都市・集落とは広い

     圏域の定義であり,　しかも乾燥地帯と重ね合わせられる

     北アフリカから,　アフガニスタンに至るイスラム圏とし

     て捉えてゆく事とする。

     2．2風土的基盤と集落の構造

     　砂漢に生まれた宗教としてのイスラム教が，宗教の旗

     の下に圏域を拡大していった状況を図に示すが，7世紀

     から15世紀にかけて極めて短期問に広大な圏域へと拡大

     していったイスラム帝国の状況であるが，この圏域拡大

     と，風土気候帯を重ねて分布状況を捉えていったものが

     図2－1～4，表2－1である。注2]舳これに示されるごと

     く，8世紀のウマイヤ朝時代には，90パーセント以上が

     乾燥地帯である事が分かるし，世界の3大宗教の1つと

     して安定圏域へと達した現在でも6割が乾燥地帯である

     事より，イスラム諸国と砂漠との関係は密接であると認

     識出来る。

     　気候は，人々の生活に様々な影響を与える。住居に関

     しては言うまでもなく，集落や都市の構造に関してもそ

     の影響は大きい。また，表2－1には各時代において，

     イスラム圏がどのような気候区分にわたり広がってきた

     かを，各気候区分の面積比を出して整理したものを載せ

     る。3]

     　本報告の中心となるイスラム圏の都市については，そ

     の初期の段階から砂漢気候の地域を中心に発展してきた

     事が分かる。まず初期の時代として，ムハンマド時代

     （7世紀前半）を挙げたが（図2－1），そこではすべて

     が乾燥気候，その中でも砂漠気候は9割を占める。次に

     イスラム世界がその版図を拡大した時代として，ウマイ

     ヤ朝の版図を挙げた。（図2－2）領域が広がるとともに

     様々な気候が存するようになるが，やはりその9割が乾

     燥気候，砂漢気候は5割以上を占める。オスマン帝国（16

     世紀）の版図を見ると（図2－3），乾燥気候は7割を占

     め，今世紀後半におけるイスラム圏についても，やはり

     乾燥気候が多く6割，砂漢気候が4割を占める。注4]
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図2－4　イスラム世界（1984年）
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2．3都市と集落の構造

　イスラム都市の一般的な基本的構造が文献32）に示さ

れている。それによれば，外来者にとって非常に分かり

づらい迷路状のイスラム都市も，はっきりとした規則性
のつとに則った町づくりを行っている事が示されている。

　その1つが，道路システムである。つまり，大通り（公

遭）と袋小賂（近隣の私道）の区別を行い，大通りは，

全住民に開放されているが，袋小路はそれに接する住民

の共同所有を認める等，近隣の形成を基礎においた規則

を作っているし，住居を連続して建設する形式のため，

隣人とのプライバシーについての規定を厳しく規定し，

その結果から、のぞき込みが回避される中庭形式の住居

が生まれた。つまり，外に対しては閉じる住居の形式が

一般化したとしている。戸境壁を共有しながら，住居が

増殖して成長してゆくメディナの形式を成立させるため

には，特に環境条件を整える規約を事細かく作っていた

事が示されている。

　また，都市形成に当たって，公共的な施設の建設につ

いて，イスラム独特の制度を作っていた。それがワクフ

制度である。これは，土地や建物の無償提供の制度であ

り，これがイスラムの都市づくりについての知恵であっ

たようである。このワクフ制度については，文献3）に示

されている。

　都市自体の形成についてはハーラと呼ばれる街区が単

位となって近隣の単位を構成している。文1) この中は中通

り（ダルプ）から分かれた路地（アトファ）や袋小路（ズ

カーク）に分かれ，外来者にとっては迷路状に続いてい

る。このハーラの単位の中に，必要なモスク，浴場（ハ

ンマーム），市場（スーク）等が配置されている。

　都市・集落の構成要素としては，居住域としてのメデ

ィナ，防衛拠一点としてのカスバ，スール（市壁），バーブ

（城門），ブルジュ（望楼），シャーリー（通り）とタリ

ーク・ナー一フィズ（通り抜け道），バトハ（交差点広

場），ムッサラー（祈りの広場），マクバラ（墓地），ハザ

ーン（貯水施設），ハンダク（市壁周囲の堀），マッハラ

（社会文化的・部族的背景の居住地）等を挙げる事が出

来る。文32) これは，都市チュニスを例にとって整理したも

のであるが，イスラム都市の一般的な構造として考えて

良いものであろう。

　特に都市・集落にとってのセンター要素と考えられる

ものとして，大モスク・スーク・マドラサ（11世紀以降

建設され始める）・ハンマーム・モスク等が挙げられる。

このうち大モスクとは，金曜モスクとかウル・ジャーミ

ー等と呼ばれ，その都市に1つ配置され，その都市の宗

教行事の中心となるものであると同時に，政府の布告が

なされ，裁判の法廷も開かれ，信者にとっての宗教教育

の場であるため，都市の情報交換と社交の場でもあった。

（イスラム事典，平凡社）また，スーク（市場のアラビ
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ア語）（ペルシャ語ではバザール）は，イスラム都市にと

って経済基盤を確保するために欠くべからざるものであ

った。スークの形式は，多様でアーケード形式のもの，

単に通りの形状のもの，建築化されたもの，広場に仮設

的に建つものなどである。そして，スークに付属し，ハ

ーン（もともとは宿泊施設であった）や，ベデステン（ス

ークの中心）等が配置されている。中心的施設として，

そのほかにマドラサ（神学校）・ハンマーム（浴場）があ

る。特に，マドラサ・モスク・病院・公衆浴場等を複合

的にまとめて構成し，キュリイェと呼ばれ，都市の核的

空間となっていた事は重要である。イスタンブールのス

レイマニイェのキュリイェは，規模的にも，複合度の上

でも特筆に値する。

都市形態を守って発展するタイプ，④原型の都市形式を

打ち破って発展するタイプの4タイプである。①のタイ

プの代表的なものは，マグレブ都市のアルジェ・チュニ

ス・カイラワー一ン等である。②のタイプの代表はエディ

ルネ・イスタンブール等であり，③のタイプの代表はダ

マスクス・フェス・イスファハン等である。④のタイプ

は，カイセリ等である。

4．中東イスラム都市・集落の類型

30都市の概要を捉えるために，幾つかの尺度を用いて

その特性を把握し，それによって類型化の方向を探って

ゆく。あわせて，都市・集落のセンター概念へとつなげ

てゆく事としている。

3．イスラム都市・集落の形態

　イスラム都市・集落を対象として，イスラムとしての

特質を捉えてゆくために，広い意味での中東地域のイス

ラム都市の原型を探り，その構成原理を捉えてゆきたい。

それ故，現在では，ほとんどの都市が，近代化され，現

代都市として生まれ変わっているが，その中で旧市街と

して残されている部分についての考察を行ってゆく。そ

のために，都市図を扱う事として，本来のイスラム都市

が扱えるように出来る限り古い地図を対象とし，その構

成を見てゆく事としている。

4，1都市・集落の特徴を記述する項目

　今回の報告は，都市図をもとにしてそこから読み取れ

る内容をもとに分析する事としているが，都市・集落の

特徴を記述する内容として以下の6項目としている。す

なわち，①都市・集落の境界の状況，②旧市街・新市街

等のゾーン分けの状況，③求心的な要素の状況，④旧市

街の中でのゾーン区別の状況，⑤道路パターンの状況，

⑥空間のヒエラルキーの状況，の6項目である。表4－

1は30都市について上記6項目がどのように評価される

かを整理したものである。

3．1イスラム都市・集落リスト

　　（No．1～No．6の別図参照）

　対象とした30の都市・集落は，アフガニスタンからモ

ロッコまでのイスラム領域の都市としている。整理項目

は，その都市の国・地域・風土，

旧市街の道路配列図，現在の都
表4－1 都市・集落の空間特性評価

市における旧市街地区の配置図，

旧市街の規模，旧市街の主要施

設配列図，都市の概説と引用文

献である。

3．2都市の概要

　30都市は，その規模・歴史・

地域等異なったものであり，同

列に比較する事は難しい。しか

し，その中で，全体を概観した

ときに言える事は都市発展の形

態に幾つかのタイプが読み取れ

る事であろう。それを以下の4

つのタイプとして挙げる。つま

り，①イスラム都市として建設

された独自タイプ，②都市の原

型に寄生するタイプ，③原型の
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イスラム都市・集落リスト

CODE：

SYR－1

SYR－2

T∪R－1

TUR－2

TUR－3

国・地域・都市

国：SYRIA

地城：北シリア
　クワイク川流域
都市（集落）：
　　　ALEPPO
　　　（アレッポ）
気候風土：草原または
　半乾操気候

国：SYRIA

地域：シリア内陸部
バラダー川流域

都市（集落）：
　DAMASCUS
　　（ダマスクス）
気候風土：草原または
半乾操気候

国：TURKEY

都布（集落）：
　　KAYSERI
　　（カイセリ）
気候風土：草原または
　半乾操気候

国：TURKEY

地城：ボスフォラス海
峡地域

都市（集落）：
　lSTANBUL
　（イスタンブール）
気候風土：地中海気候
　または亜熱帯多雨気
　候

国：TURKEY

都市（集落）：
　　　　SIVAS
　　　　（シバス）
気候風土：
　草原または半乾操気
　候帯

都市形態図（旧市街）　（西暦年代）
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現在の都布における位置を示す図

㎜口　竃鱗

　　工一

　㍗

／’；「
①・■4

σ

9

　　　｝、　　、ノ　γ
、　　　、．ジジ

1ll，轟鐵

　　＼　　　＼
　　ノ

　「レ止■、■…
幸、／＼

（19弓脾代！
一慢

團 コ
醍

職紀

①

」塑一㌣

、4

重驚絆一

－172－



旧市街規模
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文献9） 綱の骨格が出来る。ビザンチンの支配ののち，
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635年イスラム化。12世紀以隆十字軍時代には
ジハード（聖戦）の拠点となる。16世紀はじめ

1給 “帖 文献17） には31のジャーミ’，1000のモスク159のマ
榊

一一一÷一一一一一一一文献30）
ドラサ，76のスーフィーの修道場を擁し，文化
の中心都市となった。この時期にイスラム的道

文献37） 路綱が完成した。

文献2） ヒッタイトの首都が近くに建設された地で，初

文献6） 期の集落が造られたのが始まり。ローマ帝国時

‘‘’ 代ティベリウス皇帝により名称がつけられた。
文献10） （カエセレア：皇帝の町）初期キリスト教時代聖

事・ 文献16） バジルの生誕地として有名。そののち600年ア
山畑．他．ぎ。　　　　　、㎞山U岬岬o血岬■ ラブの進入によりキリスト教の歴史は終わる。

｝o一・。■’・．；1 文献35） セルジュクトルコ，モンゴルの支配，オスマン

文献40） トルコの一時支配，マムルーク朝の時期を経由
して1515年再度オスマントルコが握り，それ以

文献41） 降最盛期を迎える。現在中部アナトリ最大の
商業都市。シタデルは500年ユストゥニアヌス
帝が建設。セルジュク朝時に拡張修復をし1486

而’冊岬］・’灯h■一 年オスマントルコ時代に都市全体の城壁を完成。

｛・り、
／〆文献1） トルコ共和国第1の都市。紀元前3000年末から

∴し
文献2）

トラキア人の集落が建設される。紀元前7世紀
ミ／一 ギリシャの植民地が建設される。ローマ時代東

‘
文献6） 方貿易の拠点となる。当時ビザンチオンと呼ば

文献10）
れる。コンスタンチヌス帝にちなんでコンスタ
ンチノープルと改称。1453年オスマントルコに

文献16） 占領される。征服後イスラム的な都市空間こつ

文献35）
くり替えられる。オスマントルコの隆盛と共に
イスタンブール（コンスタンチノープルのトル

文献40） コ語発音）は東地中海世界の繧済の拠点都市と
なった。城壁は400年頃から建設され，1200年

文献41） 頃外周を閉じるようになる。現在の残る形態は
＼：…笥ζ、．。．．、．．。、． おおむねビザンチン時代のもの。

文献2） エルズルムと同様交通の要衝として栄えた。市

文賦6）
域は，直径約1㎞の城壁で囲われていたが，現
在は，残っていない。都市の中心にコナク広場

文献10） が位置する。その続きに，力一レ（城）が配置

文献16）
され，モスク1棟．メドレッセ2襖，ダーリッ
シュファ（病院）1襖があり，市の文化・福祉

文献35） のセンターとして機能している。これは，キュ

文献41）
リイェと呼ばれるセンター施設蔓素の前身とな

］ るものである。力ーレはもう1つあり，軍事的
な城塞の機能を有するものであるが，現在は公
園となっている。
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イスラム都市・集落リスト

CODE

TUR－4

TUR－5

TUR－6

TUR－7

l　RN－1

国・地域・都市

国：TURKEY

地域：トルコ東部
　東部アナトリア
都布（集落）：
DlYARBAKIR
（ディヤルバクル）
気候風土：草原または
　半乾燥気候

国：TURKEY

地域：トルコ東部
　東部アナトリア
都市（集落）：
　　　URFA
　　　（ウルファ）
気候風土：草原または
　半乾燥気候

国：TURKEY

地域：トルコ東部内陸
　中部アナトリア
都市（燥落）：
　　　　TOKAT
　　　　（トカト）
気候風土：草原または
　半乾慮気候

国：TURKEY

地域：トルコ西北部
　ブルガリア国境
都市（集落）：
　　ERDlRNE
　　（エディルネ）
気侯風土：地中海気候
　または亜熱帯多雨
　気候

国：lRAN

地域：イラン高原中央
　部ザグロス山脈東震
都市（集落）：
　　NAlN
　　（ナーイーン）
気候風土：砂漠または
　乾燥気候

都市形態図（旧市街）（西暦年代）

．ノ

㌶、

（1940隼代〕

バ

／〆

！
）

o　　lo
　　　窄

、之
亡一事
翰

o

（不明〕
q

　η

代）
w　　’）
戸

チ

　　　（1930隼代）
、』　　　　　　　　“

0

一一竺一一　　／
　　’v仁二づ

ぐ　　　⑪

　　　　　　○／
　　　　　／㌧ノー！1

　　　　　　　（1950隼代）

現在の都市における位日を示す図

／岬三榊ふ弓二ニミ
②、ミζx｛）v＼

を　り点．
＼二

〃　．樽「

〃；・
諒　．

　一　ソ

　、　㌧　　一　L　，　　L
へ

閉

L一一

暑■

困岬1，…＾H肌！仙㎜T＾N旧r印；Ow州。．帥
■H州．帥匝；丁餉
匝1畑・1岨刊・・筍・…へ｛目o＾o　oF〔＾帖｝州

¢

絡子部：商薫区域
平行四辺形はハドリア
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旧市街規模

口位甲方｝’一ト＾

1．38

1．27

！．0！

3．95

O．39

主要構成要素配列図（旧市街部） 文献 備 考

タ 」 文献2）
ノ

ティグリス川上流に位置し，シルクロードの中

タ 文献6） 継地として栄えた。口ーマ時代にはアミダと呼

v■く
ばれた。4，5世紀のビザンチン時代の城壁で

㌔㌔ 文献10） 町は囲われており当時の姿を良く残している。

文献16）
城壁の長さは5．5㎞あり，4つの門が配置され

！1｝ ている。遵路構造は南北の軸状のメインストリ

1－1一！111呈凹宅か与分，’杣．■炉冊1＝…三言言套γ＿一イ
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イスラム都市・集落リスト

CODE

I　RN－2

国・地域・都市

国：IRAN

地域：イラン南東部内
　陸部
都市（集落）：
　　KERMAN
　　（ケルマーン）
気候風土：砂漠または
　乾燥気候

○＜

都市形態図（旧市街）　（西暦年代）

紗　・

現在の都市における位置を示す図

、、9、。チ代、仙．

鉦
　　　　、　　　8‘1
　　　　．、／
　　　　L　　　　、　　　　■

へ　　　　　□。．畑蟻ア

　　　　　　資“、一

　　　　　　。　　1・」一．

㌧

I　RN－3 国：IRAN

地域：イラン高原北端
　エルボルズ山脈南r麓
都市（集落）：
　　THERAN
　　（テヘラン）
気候風土：草原または
　半乾燥気候

①　　　モ
四　　　　プll、

灘

こ望　ト

　　　　　μム

ジー一一

㌧　　　｝

し⑰　　1与仁

　　　　　　　　　　←
　　　　2ooo｛19世＾己〕　■■■■一■一』■」

I　RN－4 国：IRAN

地城：イラン高原中央
　部
都市（集落）：
　ESFAHAN
　　（イスファハン）
気候風土：砂漠または
　乾燥気候・

I■瞥一■

創

＼　　口

「
ト　Rr
l」　導、18世紀、

①

些

I　RN－5

ALG－2

国：IRAN

地域：イラン北東部
　ホラーサーン州
都市（集落）：
　　MASHHAD
　　（マシュハド）
気候風土：草原または
　半乾燥気候

国：ALGERlA

地域：アルジェリア北
　部．地中海沿岸地域
都市（集落）：
　　　ALGER
　　　（アルジェ）
気候風土：地中海気候
　または亜熱帯多雨
　気侯

一

　　」　’　　　　’
ぺ
　　一

　　　一　　〇　　一　　　，
　／、　一

＼
（員

（況在）

㌧　丈戸、＼
〔ミ、　／〉　　、

、　／
㌔一斗　　　　フ
　’＼一
　／
　、　個

　　　　　　　　　◆

土　　㌻

（不明）
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 旧市箇規模  主要構成要素配列図（旧市街部）  文献  備　　　　考

 ○位早方｝’一M
 ㌻，レ　　■古  文献2）

 文献11）

 イラン高原の標準的なオアシス都市(約3．7㎞、第2次大載後都市改遣が行われ，イスラム独自

 　　　　、・・蛙．襲洲マニ　　　　　　　　　　■＼
 の細街路構成の空間に骨格をなす大通りが貫き

 文献31） 中央に円形のメイダン（広場）とロータリーを

 J嵩…　　．搬、1  配置してむ造化を図っている。細街路の杣成の

 ｝　　　　榊…　べ　　山W　　　畷㌔〉，　髪俄一K　　5芝削・騒奮1籔1　　　　　　　　　，＾山■…■川　　　　　　　　‘｝．血’’一　　　　　　一…　　　　　　　　　　　　　｝“・1　　　　　　　　　一’…
 中で骨格を構成しているのは軸状のバザール空
 聞である。

 4．30

 文献2）  イラン・イスラム共和国の首都。南方のレイ郊
 　　　　　　　　　　　　　　■甲：：1㌘　　　　　　　　　　　．．．・　　　ム 文献3）  タトの1寒村であったが，レイがモンゴルに破壕
 ■■一一i蛛’  された後に代わって成長した．カスビ海南岸地

 3  文献！1）  方とイラン高原の中局に位nするため靱略上の

 」　　■ 　一㌔、一’1　　　㌔㌔  拠貞として重嚢視されていた。16世紀中期サフ ピ
 アビ｝朗期に城塞が簗かれた。一8世紀末カジや

 ’
 ｝ル朗期に首都に定められてから急遠に発展し

 ∫　　4  たが．経済活肋の中心的地位はタブリーツ等に
 ■、〕’■■1　　■■■ 。　　　　！　　　D 4．94

 諏っていた。バ’レビー榊こ入って，名実共に

 　　　　1脇・…鰯…函閉
 経済・醐台・文化のイラン第1の都市へ成長し
 た。

 ＾F一榊舳→舳」・ 　　　　．』　　　　　　　　　　　　　　　■㎞一閉・㌃．；ξ泌茎、
 文献2）  都市の起源は紀元前6世紀に遡る。7世紀にア

 文猷5）
 ラブの支配下に入ったのち10世紀に現在の市箇

 7．12
 地の基礎がつくられた。11世紀セルジューク朝

 文献6）  期にその中心として蟹巣した。一2世紀に入って

 ぺ　　　　・　、・為　　　　…三驚岬　　　　‘　　　　　　　　　1①皿止M帖・ 文献！！）
 セルジュ｝ク朗が衰えてからi6世紀サファビー

 　　　　’　　’　　　　　　　　　　　I　M榊｛一＾I。ニ　　ユ　＾“回　　、：壌融平
 朝が首都と定めるまで，争竈の対象となった。
 7ツバス1世になって新都造営が旧都に付属し
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イスラム都市・集藩リスト

COD巨 国・地域・都市 都市形態図（旧市街）（西暦年代） 現在の都布における位置を示す図
■　　1ク晦・“

為蘇・／　｝
ヅ螂’“

、ALG－3 国：ALG巨RlA
三；；二辛；二　　㌔一．＼こ＼

地域：7ルジェリ7内

L

　＼　賃　　）］　r　匁｛　　1口　　1コ　　件旺一　　■　　　コ1■「「　　＃　タ．タ丁　！　　　｛o讐梨彰珂… 、、 ・紡

陸，ムザツプの谷 ＼ 州’～o』害 、　二1、：一
ミ■mo’＾こふ 巾都市（二落）： o 岬皿 n“ o『GHARDAlA

、 ヨ 1
，。1 、、、“ ，（ガルダイ7） コ“、、月u■気候風土：砂漠または ］ ・1帥1ヒ…，、、

乾胆気候

ポ

二1一 ㌔］｛一「 ｛趾．■　の’・、
’ミ

Ghardaia

●Ho一●1兄8山｝“；
ε8enilSguen

㌔ o ↓oon53）
一

’IALG－5 国：ALGERlA

紅・
＼≡

地域：7ルジェリ7丙
止“““

陵部，ムザップの谷 颪 ““ニニ　こ、　、“

都市（纂落）： 』㌔
ヨ　P●5旧山“…B巨Nl 血5v岬岬・“o冊’’　H血●lC“Oo山5　HddN帥1

；ニニ■鵬
1SGUE：N

（ベニイスゲン）
拮　H固●1＾11帥，血｝　H’…mヨ…O　T■冊1olO岨咀■
9　H団！1■！刷餉o

～・些竺批。。　　　4・　　一一■：＝＝ご＝＝：氷■　　σ　　　　餉讐“　　【・Ψ　　阯＾

気候風土：砂漠または £科。．．
吊■岬11乾娯気候 ．．一ぺ．’．…一．錦■・

oo
2o◎ ’’一一二＿’　1　’一一　’〒一一一　　　’一’’　’　　’一一’。’一一一　一’一11ミ5芝〕

帖 、＼ 、．ノー’！、、㌔
TUN－1 国：TUNlSlA ■杣一’・、、州

地域：チュニジ7中部 o 舳シ為　一
書｛■

、錨鎖搬、，
、

、窪
地中海沿岸地域

都布（集落）：
綴鰯’

い
SFAX ・顯一
（スファックス）

∠r

気候風土：草原または
㌧半乾胆気候帯

’ll
ニヘ

ノ 一ノ
／

／I■竈
191ユj

■T∪N－2 国：TUNlSlA

地域：チュニジ7中部
地申淘沿岸地域

都市（＾落）：
SOUSS巨

・彰徒聖煮　　　ご4　　　舳

（スース）
グ

「
気候風土：草原または ≡
半乾胆気候箒

θ
　　　　　　　○　　　　　　　　グ戸rrr！r“｝

∫

　2透

6

TUN－3 国：TUNlSlA

地域：チュニジ7中部
内陸地域

泌、　＼　　泌 L辺

午㌻励岬二巾峠・一・、■　　㌢ア■九讐．、つ一・舳・

都市（纂落）：
KAlROUAN

／ノー（カイラワーン） 一仁〉

気候風土：草原または
半乾蠣気候

㌣1
止

芽

iθ 、 ド γ
三

ム 、
’ア7 11911〕
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旧布街規模

■他早方｝’一一‘

0．30

0．14

0．31

O．38

主要構成要素配列図（1日市街部） 文献 傭　　　考

文献2） サハラ北辺に成立したオ7シス都市は歴史上7

文献6） フリカ内陵部と地中海沿崖世界を結ぶ交通の要
衝として童要な位竈を占めていた。北サハラの

1．モスク
文献11） ベルベルに対するイスラム化はキやラバンを審

2．マーケット広O文献38）
いる7ラブ商人によってなされる一方，夕一ハ
ルトを首都とするルスタム朝のハワーリジュ派

●1 の一派イバード派が貢献した。この一派が，シ
ーア派のファ一ティマ朝に駆逐されたのちl1柑

■2
紀中頃ムザップの谷に定着して当地の基磯をつ
くった。5つの都市を形成したがその内の，大
のものがガルダイ7である。

文献2〕 ムザッブの谷に11世紀頃定号したイバ’ド派イ

文献6） スラムの遣った5つの町の1つ。5つの町の中

1．モスク
で最も宗教的に厳しい戒雀を設けている町であ

lll　　　　　　　・・マー川舳 文献11） る．その1つが，結婚は町の中の八同士で必ず

■1　　3　　　　　　　　　3・入り口舳　　　　・2文献38）
行われている。町の東如の最高位にモスクのミ
ナレットが建つ．城壁の保存状態は5つの町の
中で螂も良い。

．1

文献2） チコ。ニジア第2の都市．商工簑の中心都市．フ
雀岸’

文献11）
エニキア時代にその起源を椅ち，1148年にシチ
リアに占領されるが．1159年アラブのアルモハ

　　　　　　　功D　　　帖　如○頸彰／文献39） ド期に返還された。1881年反フランス運動の拠
貞となる。現在のカスバ7ラビックスールはフ
ランスの攻撃に対して建設された。新市街と旧
市街が明確に分かれているが，新市街削881年
に建毅された。

、　“…絵”　、ハ

13　H■mmm　Su［竈1

文献2） チコーニジア箒3の都市。カルタゴと同じで．フ

…　　　　　　　　　　　　　　10　9文献11） エニキ7の植民都市としてむ設された匝史を持
つ。む設当暗はハドゥメトゥスと呼ばれた．蔓

文献39） 簑リバトのタト側にハシェド広場があり，新市街
と旧市街が噴積している。北側の新市街はリゾ
ートタウンノであるが，南側の18市街は．沿港を
中心として．城壁で囲われたメディナが延びて
いる。

掌‘繍

顯　㎜o●1邊岬‘o肋，　而●一1■㎜
“一f ク蒙崇喝　鐵狐 文献2） チュニジ7中部内隆の都市。670年ウマイヤ朝

文献！！）
のイフリーキーヤ総督に命じられて、ウクバが
口ーマ，ビザンチン時代に存在した町の跡に建

層　鎌琴識鱗，餓、観、　　　　　　　　　　　蔦　糧継岬糧・z祭蟹㎜㎞　　　　　　　．磯灘露文献39） 設したのが起源。当初は，全アラブ征服軍の軍
営都市として計画されたが，7ツバース朝から
独立してアグラブ朗の都として9世紀に最盛期
を迎える。この時代マシュリクとマグリブをむ
すぶ国際交易ネットワークの結節貞であった。
その後ファーティマ朗．ズィール朝を通じて首
都として栄えるが，l057年ベドウイ＝ノの侵入を
受けて首都がチュニスに移った。多くのモスク
を抱え，マグリブの聖都として位竈づけられる。
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イスラム都市・集藩リスト

CODE：

TUN－4

εGY－1

国・地域・都市

国：TUN　l　S　l　A

地域：チュニジ7北部

都布（集薄）：
　　　TUNlS
　　　（チュニス）
気候風土：地申淘気候
　または亜熱箒多雨
　気候

国：εGYP↑

地域：エジプト北部
　ナイル河口地城
都布（集落）：
　　　　CAl　RO
　　　　（カイロ）
気候風±：砂漠または
　乾胆気候

都市形態図（1日布街）　（西暦年代）現在の都布における仮置を示す図
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　　（バグダツド）
気候風土：草原または
　半乾心気候

国：lRAQ
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都市（集落）：
　　　MOSUし
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気候風土：砂漠または
　乾胆気候
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1臼市街規模

口位早方｝’一｝

1．74

6．42

1．23

1．77

主要構成要素配列図（1目市街部）

1’．

文献

文献1）

文猷2）

文献6）

文献8）

文献11）

文献39）

文献1）

文献2）

文献6）

文献11）

文献21）

文献36）

文献42）

文献1）

文献2）

文献6）

文猷11）

文献1）

文献2）

文献6）

文献1！）

文賦12）

文猷21）

文献36）

文舳43）

筒　　　　考

チュニジ7共和国の首都。フェニキ7植民都市
が起源。紀元前4世紀頃チュニスの名が現れる。
698年カルタゴが7ラブに滅ぼされてからイス
ラム化。878年カイラワ’ンが三ノチリ7に征服
された後，地中海交易のφ継地として重婁牲は
増した。11，12世紀とイタリ7諸都市の侵入を
受け，メディナが拡張された。lM9年ムワッヒ
ド朝モロッコに征服されて西側の丘陵にカスバ
を建…曼。1236年ベルベル系ハフス朝の首都とな
り，現在の1目布箇の原型が出来る。一574年オス
マン朝の支配となる。フランス保竈領時代以隆
新市街が発展し，チュニジ7の経済の申心とな
った。

エジプト・7ラブ共和国の首都。7フリカ大陸
艮大の都布。防9年ファーテイマ朝により建設。
力’ヒラ（勝利する都市）による。7フリカを
統一したファーティマ朝がバグダッドを拠点と
するアッバース朗に対抗して本拠地をカイロに
定めたのが始め。一3世紀モンゴルηによってバ
グダッドが破壕されると，7ラプ・イスラムの
首都としての位置を得た。7イユーブ朝マムル
ーク朝と首都として巣えた。現在7ラブ民族の
文化・政治の申心にある。ファーティマ朝期の
方形の形態と，その後拡張された南東部分、さ
らにナイルとの間に出来た新市街一としての現在
のφ心地域によって全体が構成される。

7フガニスタン西北部の都布。ハリ’・ルード
流域の犬オアシスに立地。歴史的にはイラン文
化冒に属し，イラン系民族が住民の主婁部を杣
成。紀元前4世紀7レクサンダー大王がここに
7レクサ＝ノドリ7を建設したのが起源。ササン
朝下では，エフタルの劫界地域に位口し重要な
軍■拠点であった。625年ホラ’サ“ン征服後
イスラム世界に組み込まれた。一2世紀ゴール朝
期に発展したが，一22一年モンゴルに占領破壕さ
れその後クルト朝の首都として再建。M世紀テ
ィムール朝の首都として繁巣した。一6世紀以隆
各種紛争の舞台となり衰退。現在西7フガニス
タンの経済の中心である。

イラク共和国の首都。古代メソポタミ7時代か
ら居住。バグダッドの建設は7ツバ’ス朝カリ
フ・マンスールによって行われた。8世紀から
ユo世紀にかけてビザンチン帝国，インド，φ国
との交易路の経由地として繁巣。建設当初はテ
イグリス川西岸の円城であったが，以隆東岸に
主要部を移し現在の基礎が出来た。12世紀半ば
から政治的漉乱等で衰退し7ラブイスラムのφ
心はエジプトに移ってゆく。一3世紀以隆モンゴ
ルティムールの侵入を受け．地方都市にすぎな
くなった。192一年イラク王国の首都，一955年共
和国の首都として再開発，再発展がなされた。

　．城門
　．モスク
1　．スーク

文献1）

文献2）

文猷1！）

文献43）

北部メソポタミ7の都布。イラク3番目の大都
市。モスリンの語源はモス’ルからきている。
紀元前2000年から紀元前612年までに栄えた7
ツリ7諸都布が起源。モス’ルが栄えたのは，
イスラム時代以隆。ティグリス川の航路，川沿
いの道イラン高原からシリ7へゆく道が交わる
ところに位置し，交遍の要筍として栄えた。

2．48
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イスラム者贋〒げ　・ 集季茅リスト

CODE

YMR－1

YMR－2

MAR－1

MAR－2

MAR－3

国・地城・都市

国：Y巨MεN

地域：イエメ）申央高地帯

都布（＾落）：
　　　　SANAA
　　　　（サヌ7）
気候風土：草原または
　半乾胆気候

国：Y巨M巨N

地域：イェメ）ハドラモー
　ト地域
都市（纂落）：
　　　SH　l　BAM
　　　（シバーム）
気候風土：砂漠または
　乾虐気候

国：MOROCCO

地域：冊崩ヒ部

都市（纂落）：
　　TANG　E　R
　　　（タンジ｝ル）
気候風土：地申海気候
　または亜熱帯多雨
　気候

国：MOROCCO

±也±藪：モOlリ］＝1ヒ舎置

都布（集落）：
　　　　　FεS
　　　　（フェス）
気候風土：地申海気候
　または亜熟帯多雨
　気候

国：MOROCCO

地域：大7トラス山脈
　の鴛。冊リコ中南部
者嗜市（集事客）　：
　MARRAKεCH
　（マラケシュ）
気候風土：熱帯サバン
　ナ気候．憤高500m
　平均気温19度
　年隆水■250mm

都市形態図（旧市街）（西暦年代）
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旧市街規模 主要椚成要素配列図（1日市街部） 文献 筒　　　　考

■位平方｝’一｝ 文献2） イエメン共和国の首都。一960年代までほとんど

3 文献！1）
領国状態であった。そのため，原7ラブ中世イ

　　　　　　　　　2　3　　　　3　　・・2．2　　　　　　　　　　　　　●、・毛1紗シタ…　　　　　　　　　　　3
スラム都市の面冒宛残している。東部ザラ’ト

文献13） 山脈の媛やかな山竈平地に展扁した都市。サヌ
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「号　．．1靱
臼』邊

、ヨコ・．．．三軸 ・o与．．．1軸

o．柵

3，o艘

□！尼

・3 　　　・14
　　　　　・ll．lO
　　　　　「5
　　　　　≡13
　　　　　1　　　・8
　・5　　　　　1
　　　　－1寸τ’一L一
・7　　　　1　－1

　　　　　「．17
　　　　－g　i・11
・16

　　　　　6　　・6

臼．2目

｛ヨコ＝・．．．　3　蔓曲

日．1目

日o日

一日．1纈

11

・ほ

　　　・14・3

　　－15　　・lO

・日

一一て一て∵r一一

．6

・17
卜9　・lz

　　　　　，16

1〕

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10〕

一1）

12）

13）

14）

I5）

16）

I7）

一g．2日　　　　　一日．1日

搬部分城壁境界明確

部分城塞境界不明確

区分明硅
区分不明磧

単一的
複劃ξ贋的
複艶皆層的

区分なし

区分あり

発屡区分

均質パターン

骨親パターン
混在パターン
ヒエラルキーあり

ヒエラルキーなし

ヒエラルキー不明

一邊．30　　　　　日．1日 一日．lo o．lo

　日．日8

　日．86

　日．脳

　0，02

1　　日
軸
　一0．藺2

　－o．日4

　－0．06

　一日．08

　－o．一

　　1－2軸
り）プ」レスコァ2次元ヅラフ

図4－1 カテゴリースコア2次元グラフ

’シ11＝・＝。八1
一い日・・・…三・…12膏…1。寸1…

＝二、、十＿1＾一ふ！－1一。・1

一〇．08 一日．06　　　　－0．日4　　　　－O．日2　　　　　　臼　　　　　　2一日2

　　　　　　　2軸

日．日4

図4－2

図4－3

　1－　　8　　　　　　1　一．6

5　　9　　　　　7　三6

クラスター分析結果

ユ＿

　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　1－3軸
　　　　　　　　　　　　　　　サ）プルスコァ2次元グラフ
　　　　　　日．日8

　　　　　　日．日6

　　　　　　日．脳

　　　　　　日．回2

　　　　1　　81
　　　　壼由　　　　　　一日．藺2　一

　　　　　　一日．脳

　　　　　　一日．日6

　　　　　　－0．日8

　　　　　　一日．1
　　　　　　　一日．日7　　　　一纈．05　　　　一日．日3　　　　一日．日1　　　　0，81　　　　臼．03　　　　　0．日5　　　　　日．臼7

　　　　　　　　　　　　　　　　　3軸

サンプルスコア2次元グラフ

　　　　軸として，整理をしてゆく。図4－2にサンプルスコア

4．2数量化111類による類型化の試み

　表4－1をもとに，林式数量化m類を適州して30都市

の類型化を行ってみた結果を以下にホしてゆく。

表4－2 林式数量化111類結果固有値表

ニナ土汁1汁オ
　図4－1から，1，2，3軸の意味特性を、1売み取ると

以下のようになる。

1軸：階層的であるか一均質的であるかの軸

2軸：暖味か明快かの軸

3軸1単純か複合的かの軸

　これをそれぞれ，階層性の軸，暖昧度の軸，複合性の

！wI’r！㍉〈・

｝ 611111ザ’
1

一 ・’・r、…
、、126．．、

1231、一
、。。ヘペ・1・＼・1　・　、

1＼
’；∠＝二1；†’1■矛∵

…：28

．la、．、＝　　’．∵17H＝」1

＿日　日7　　　　＿罰　藺R　　　　＿藺　藺2　　　　＿日　日1　　　　日　日1　　　　□　02　　　　　藺　日呂　　　　　日」藺7

をもとに2次元グラフを描いたものである。

　また，同サンプルスコアをもとにクラスター分析を行

い5クラ又夕一へ区分したものが図4－3に示される。

図4－2，4－3を合わせたとき30都市の対象は5つの

グルーブに分けられる事が示される。

4，3類型化への方向

　4．2の結果より5つのグループに分けられたものの特

性を示すと以下のようになる。

Aグループ：単純明快な構成を持ち全体に均質的な都市

　　　　　　空間を有するグループ

　　　ガルダイア・べニイスゲン・スファックス等

Bグループ：複合的な全体像を持ちながら若干混合し暖

　　　　　　昧な部分を有し，空間は均質なグループ

　　　シバーム・バグダッド・スース・モスール等

Cグループ：空問に階屑性があり，全体として混合した

　　　　　　部分を有するグループ

　　　ケルマーン・カイセリ・シバス・エディルネ等

Dグループ1空問に階層性があり，明快なまとまりを持

　　　　　　っているが複合化した部分も持つグループ

　　　アレッポ・ダマスクス・マラケシュ・フェス等

Eグループ：単純な構造で階層的空問構成を有ししかも

　　　　　　明快な構造を持つグループ

　　　イ又ファハン・カイロ・チュニス等

　以上の類型化に当たって，重要な要素となった事項は
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 空間の階層性・均質性，単純性・複合性，暖昧・明快の

 3つの軸であった事は今後のイスラム都市・集落の特性

 把握に重要な事項となろう。

 5．結語

 　乾燥地帯に広がるイスラム都市・集落の特性を30都市

 という眼定した対象で論じた事に問題があるが，今後そ

 れぞれの対象について，詳細な把握をしてゆきながら全

 体像への到達を目標としてゆきたい。

 ＜注＞

 1）世界地名事典，束京堂出版より
 2）図2－1，2，4イスラム事典平凡社，2－3はイスラム世界
 　　の発展：本田實信，講談杜による
 3）気候区分はKδppenによるものを，図版はRand　Mcnal1y　tha
 　New　Cosmopolitan　World　Atlasを参照した
 4）図2－3はオスマン帝国の最大版図について，図2－4はイス
 　　ラム諸国会議参加国（1984）及びイスラム教徒の存在が社会的
 　　に大きな意昧を持つ地域
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